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　三澤農場の先に仰ぐ南アルプス。 三千メートル級のやまなみは、 西から流れる雲を分け、 そして、 この明野の地に日本

一の日照時間をもたらしてくれる。 南アルプスが神々しく映るのは、 人智の及ばぬ自然のなす魅力の所以であるからだろう。

　父の代から引き継いだ勝沼のブドウ畑は１ヘクタールを越すが、 農家に栽培を任せて自園と呼ぶのはおこがましい。 １９９０

年から新たに始めた欧州系ブドウ栽培は６０アールの規模に達し、 ファミリーワイナリーとしてはそこそこの規模と言える２ヘク

タール近い農園を持つことになった。

　取り分け、 この６０アールの畑には醸造家の息吹が通っていた。 大先達 ・ 浅井昭吾さんが口癖にしていた 「ワイナリーの

自立はブドウ栽培にあり」 の原則は、 質の高いワインづくりはブドウづくりにある本質を自ら明確にしている。

　日本随一のワイン評論家である山本博先生は、 ３ヘクタール以上の畑を持たねば一人前のワイナリーでないと言われてい

た。 市場への責任がワインの信頼につながる。 最低量を確保する条件としてうなずける。 浅井さんが例え一樽とも良いワイ

ンを造りなさいと励まされていた嘗ての時代から、 世界に伍して競い合う、 自立したワイン造りに向けての国際化の時代が我々

に迫っていた。

　ワイナリーに相応しいブドウ畑を探し求め、 辿り着いたのが気象条件に恵まれた明野であった。 名産 「浅尾大根」 を生み

出すふかふかの火山灰土壌に一抹の不安もあったが、 よくよく考えてみれば明野はリンゴも名産であった。 ブドウの場合もリ

ンゴ同様に粘土質土壌が好条件の場合もある。 第一表土の火山灰層の厚みが土質を変えて、 この地にはいろんな土壌が

入り混じっている。

　こうして決意したのが、 荒廃した桑園の跡地を開発した９ヘクタールの山なりの農場。 二年間の準備期間を経て２００２年４

月にブドウ樹を植樹した。 酸性土壌の改善は予想以上に年月を要したが、 さらなる果実の品質向上を目指して、 例えば、

降雨対策としての病気の雨媒伝染を防ぐジャパン・スマート方式 （レイン・カット） や水分ストレスを与える Ridge System （高畝）

の採用等、 多くの挑戦を繰り込んできたのが三澤農場の姿勢である。

　海外への輸出も伸び始める中、 世界のワイン生産量第６位を誇る豪州では、 ベスト・バイ・ワインへの選出や同国でメジャー

なワインショップのアイコン ・ ワインとして三澤農場のワインが評価された。 このことは、 醸造の現場だけでなく、 栽培 ・ 収穫

を担う現場にとっても朗報であり、 栽培に立ち戻ったワイン造りへの確信を深め、 多いに励みとなった。

　この先、 １００年に亘る実生栽培の課題と言う、 見境のない夢を背負いながらも、 ２００９年からは甲州の本格的垣根栽培

への挑戦が始まった。 これまでのワイン造りも決して平坦な道では無かったし、 また、 これからもそうでは無いだろう。

　成園ならではの一面の緑は、 目に眩く映える。 吹き抜ける健康的な南風は、 健全なブドウ畑に力を貸してくれる。 明野の

自然観が、 厳しい挑戦を柔らかく包み込んでくれている。

三澤農場と八ヶ岳 代表取締役　三澤茂計
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　紅葉が始まりかけた茅ヶ岳を望む、 ミサワワイナリーで

は 2012 年ヴィンテージの仕込みの最盛期を迎え、 慌しく

も活気のある毎日となっております。

　2012 年ミサワワイナリーは、 9 月初旬のシャルドネから

仕込みがスタートし、 ソーヴィニヨン ・ ブラン、 メルロ、

プティ ・ヴェルドと続き、 垣根栽培甲州を終え、 11 月上

旬のカベルネ ・ ソーヴィニヨンまでを予定しています。

　それぞれのブドウとも、 健全良果ですが、 特に赤ワイン

の醸造前段階として、 本年もより良いブドウを仕込む目的

として、 除梗した後の果粒を選果し、 発酵へと導いてい

ます。 大変多くの手間と時間が掛かる作業ですが、 ブド

ウの出来栄えに応えられるよう、 スタッフ一同心を込めて

お り ま す。 2012 年ヴィ ン テ ー ジ に も ご 期 待 下 さ い。

（K.A.)

2012ヴィンテージ報告

　10 月 7 ・ 8 日に、 第２回グレイスワイン　オープンカレッジを三澤農場 ・ ミサワワイナリーで開催致しました。 最も水はけの

良い最上段区画にあるメルロの収穫日と重なり、 ただ鋏を入れるだけで無く、 花ぶるいの粒など丁寧に摘粒しながらの貴重

な収穫作業、醸造体験では振動する選果台を使ったメルロの選果作業、醸し発酵中メルロの櫂入れと、チューブポンプを使っ

た撹拌作業、 良質なワインを目指した丁寧な栽培及び醸造作業を学んで頂きました。

　今回のテイスティング講座ではテーマを和食との相性とさせて頂き、 ピュアな白ワインに限らず、 木樽のニュアンスがある白

や赤でも、 好相性の具体的な和食名をお伝えし、 多くのお客様から勉強になったというお言葉を頂戴致しました。 （N.I.)　

※次回のグレイスワインオープンカレッジは、2013 年２月頃開催予定です。２月はブドウの木を剪定する時期にあたります。

　「三澤農場」開園十周年となる今年、グレイスワイン初となる、ブラン・ド・ブラン（※１）のスパークリングワインを発売致します。

三澤農場産シャルドネを 100％使用し、 トラディショナル ・ メソッド （伝統的製法）＝瓶内二次醗酵 （※２） で醸造しました。

瓶内二次醗酵のスパークリングワインは、 きめの細かい泡が持続的に立ちのぼり、 繊細な味わいが特徴です。

　「グレイス　トラディショナル　メソッド　2009」 も、 グラスの中で立ちのぼるきれいな泡が魅力的。 シャルドネ由来のグリーン

系の爽やかな果実の香りに、 瓶内熟成期間 19 ヶ月に渡る、 長期間の澱との接触による複雑味が加わり、 奥

深い味わいに仕上がっています。 生産本数僅か 1000 本です。

ミサワワイナリー　蔵便り

　「これまで農業をやってきてこんなにブドウがとれた年は

ない」 と、 収穫を終えた農家の皆さんが口を揃えて言う

ほどの歴史的な大豊作となった今秋。ある農家の例では、

収穫量が例年の約２倍になったところもあります。 このよう

に、 着果量が極端に多くなると果実そのものの品質は低

下するのが常です。 けれども、 今年は 8 月の記録的な

小雨に表されるように、 ブドウの生育シーズン全般を通し

て天候に恵まれたため、 山梨のビッグヴィンテージ 2009

年に勝るとも劣らない完熟した甲州ブドウを仕込むことが

できました （マスカット ・ ベリーＡの品質も良好でした）。

　記録だけでなく記憶にも残る偉大なヴィンテージになる

よう丹精込めて造ったワインは、 11 月 3 日のヌーボー解

禁日から順次発売予定です。 果実味溢れる 2012 年産グ

レイスワインを是非ご堪能下さい。 （H.N.)

グレイスワイナリー　蔵便り

【イベント報告】　～第２回グレイスワイン　オープンカレッジを開催しました。 ～

「グレイス　トラディショナル　メソッド　2009」 を発売します。

　こちらのワインは単品での通信販売は行っておりません。同封の冬ギフトチラシ裏面の「12WG　ドメーヌプ

ラチナセット」（30 セット限定）に入っております。単品での販売は、酒販店もしくはワイナリー直売となります。

酒販店につきましては、弊社までお問い合わせください。

※１　ブラン・ド・ブラン…白品種シャルドネのみを使用したスパークリングワイン。

※２　瓶内二次醗酵…ワインを瓶詰めした後、酵母とショ糖を加えて瓶の中で再度発酵を行うこと。発酵により

出るガスがワインに溶け込むことで、スパークリングとなる。

シャンパーニュで正式に認められている方法。他には、大きな

タンクの中で二次醗酵を行う「シャルマ方式」などがある。

「グレイス　トラディショナル　メソッド　2009」

三澤農場産シャルドネ 100％

エクストラ・ブリュット（辛口）　オープン価格



①NHK　BS プレミアム（１０３）「イッピン」

「和食にピッタリ魔法の飲み物～甲州ワイン～」

●日時 ： 11 月 13 日 （火） 午後７時 30 分～ 8 時

　勝沼の大手ワイナリー他数社、 山梨県農政部、 甲州ブド

ウ栽培クラブ、三澤農場の取り組みなどを押切もえがリポート。

http://www.nhk.or.jp/bs/ippin/

②テレビ朝日　全国放送　「食彩の王国」

「甲州ぶどう（仮題）」

●日時 ： 11 月 17 日 （土） 午前 9 時 30 分～ 10 時

　鳥居平地区で弊社が甲州の契約栽培する農家と、 ワイン

造り、 和食とフレンチレストランでの人気ぶりなどを紹介。

http://www.tv-asahi.co.jp/syokusai/

●会　場：ミラヴィル・インパクト　中央区銀座２－２－１４　マロニエゲート１０階 　TEL/FAX 03-5524-0417

●日　時：2012 年 11 月 27 日 ( 火）　19 時～ 22 時　（受付 18 時 30 分）　●参加費：11,000 円（税、サービス料込）

●定　員：28 名（先着お申込み順）　●ご予約・お問い合わせ：ミラヴィル・インパクト　TEL：03-5524-0417

詳しくは、こちらをご覧ください。 http://www.miravile.net/

イ ベ ン ト 案 内

ミラヴェル ・ インパクト　メーカーズディナー

「三澤農場開園１０周年記念 ＆ ２０１２年　グレイト ・ヴィンテージ報告会」

甲州に関するテレビ番組放映のご案内

　日本ワイン専門フレンチレストラン 「ミラヴィル ・ インパクト」 の都志見シェフのワインに合わせたお料理と５種類のワイン

をお楽しみ頂けます。 今年の新酒、 三澤彩奈が醸造した三澤農場産ワインや、 都志見シェフが収穫したメルロを使用し

たワイン等を予定しています。 三澤彩奈と農場長　潮上史生によるトークタイムも行います。

グレイスワインおすすめマリアージュ

　「日本のジビエとチーズとワイン」 をテーマに、メーカーズディナーを開催致します。 ワインメーカー三澤彩奈がナビゲー

トし、 チーズ酪農家清水牧場さんにも同席いただき、 チーズフォンデュも楽しめます。 宿泊プランもご用意しております。

白馬リゾートホテル　ラ　ネージュ東館　 メーカーズディナー

「日本のジビエとチーズとワイン」 

●会　場：白馬リゾートホテル　ラ　ネージュ東館　長野県北安曇郡白馬村八方和田野の森

●日　時：2012 年 12 月 8 日（土）　18 時～　●参加費：14,000 円（税・サービス料込）

●宿泊プラン：お一人様（イベント＆一泊二食付）　スタンダード　28,000 円　デラックス　33,000 円

●お申込み：白馬リゾートホテル　ラ　ネージュ東館　予約担当 TEL 0261-72-7111

詳しくはこちらをご覧ください。http://www.laneige-higashikan.com/event/20121208.pdf

　日本固有の品種として注目を集めている、 甲州。 甲州に関する番組が以下の日程で放映されます （予定）。 一部弊社の

ワイン造りについても触れられます。 ぜひご覧ください。

冬と言えば何と言っても鍋が美味しい季節。

ほかほかお鍋に大根おろしをたっぷり使った

みぞれ鍋をグレイス甲州に合わせてみては。

鶏肉や、 鮭などの旬のお魚も加えると、 彩

りもきれいになります。 野菜やお肉、 お魚

からでるお出汁が甲州とベストマッチ。

グレイス甲州 × みぞれ鍋

大根とベーコンをコンソメで味付けして、

チーズをのせたグラタンは、 グレイスシャル

ドネと相性抜群。 ベーコンの旨味とチーズ

のコンビによって大根にアクセントを加わり、

シャルドネのこくのある味わいが美味しさを

増してくれます。

グレイスシャルドネ

　　× 大根とベーコンのチーズグラタン

　冬の季節におすすめのワインと料理の相性のいい組み合わせ （＝マリアージュ） をご紹介致します。 今回は、

寒い季節に体を温めてくれる、 旬の野菜　大根を使ったお料理とワインの相性をご紹介致します。

※マリアージュ…料理とワインの相性のいい組み合わせのこと。お互いを高めあったり、足りないものを補ったりすることで、

それぞれがより美味しくなる時、最高のマリアージュとなる。

今年の新酒と、キュヴェ三澤など５種類のワインとブッフェスタイルのお料理と、三澤彩奈のトークタイムをお楽しみ下さい。

ＳＨＩＢＵＹＡ　ｂｅｄ　「冬のグレイスワインパーティー」

●会　場：ＳＨＩＢＵＹＡ　ｂｅｄ　渋谷区道玄坂 2-23-13 SHIBUYA DELE TOWER 2F　TEL/FAX 03-3476-6120

●日　時：2012 年 11 月 30 日（金）　20 時～ 22 時　（受付１９時３０分～）

●参加費：￥8,800（税、サービス料込）　●定　員：60 名　先着申し込み順

●ご予約・お問い合わせ：ＳＨＩＢＵＹＡ　ｂｅｄ　TEL/FAX 03-3476-6120

【予告】 １２月５日 （水） ミッシェル ・ トロワグロ （新宿） で三澤彩奈メーカーズディナーの開催を予定しております。

詳細は弊社ホームページで告知致します。


